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まなこレポーター会議から

★「
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」
ち
ょ
っ
と
古

い
？
相
手
の
目
を
見
て
、
理
解
し
て
も
ら
う
よ

う
な
話
し
方
。
生
身
の
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

が
大
切
。 

　
　
　
　
　
　
　
　

（
栗
原 

恵
子
）

★「
苦
手
」
と
逃
げ
て
ば
か
り
い
る
パ
ソ
コ
ン
。

今
度
こ
そ
、「
飾
り
物
」
に
し
な
い
で
積
極
的

に
開
い
て
楽
し
み
た
い
！
と
、「
や
る
気
」
だ

け
は
十
分
あ
る
の
だ
け
れ
ど
…
…
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
戸
田 

真
帆
子
）

★
無
口
な
中
学
生
に
母
親
が
聞
く
。「
学
校
は

ど
う
？
」「
ま
あ
、
ま
あ
…
」
す
か
さ
ず
「
何

％
ぐ
ら
い
？
」「
…
7
0
％
」「
3
0
％
は
ど
ん

な
こ
と
？
」。「
待
っ
て
た
ら
情
報
は
得
ら
れ
な

い
」
と
言
う
母
親
の
弁
。
　
　
　

 

（
浜 

俊
子
）

★「
Ｋ
Ｙ
」
な
ど
と
い
う
流
行
語
に
は
抵
抗
を

感
じ
る
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
も
「
時
代
の
空
気
」

を
読
み
つ
つ
、
穏
や
か
に
年
齢
を
重
ね
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
長
い
間
、
愛
読
し
て
く
だ

さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
森 

治
美
）
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今回のテーマに関する本を、むさしのヒューマン・ネットワークセンターの蔵書の中から
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● 人と違う意見があったら、恐れずに言ってみようよ！

 正直な あなた自身をつくるために     橋本 武さん

● 学べることは幸せ～今、私は女学生    松島 淑子さん

● 伝えるための言葉、理解したい気持ち、そして勇気   谷 ルシアーナさん

・ 母でも妻でもない時間 　　まなこレポーター 斎藤 ユリ  

・平成 20 年度男女共同参画推進団体の登録・更新について

・市民がつくる男女平等情報誌『まなこ』レポーター募集

・男女共同参画講演会「自分を守る…誰かのあたりまえで生きないで」を開催しました      

70

自分づくり

市民協働推進課男女共同参画担当

ほ ん

● 女の子に贈る
　 なりたい自分になれる本 上野 千鶴子　編　　学陽書房

河地 和子　編著　朝日新聞社

● 13歳からの自信力　
     もう少し自分を変えたいあなたへ

「自信力」とは自分の価値を認める力。
もう少し自分を変えたいと思っているのは
子どもも大人も同じ。ほんのちょっとした
発想の転換や行動で自分の道は切りひら
くことができるのだとしたら……。心がく
たびれたとき、不安なとき、出口をみつけ
るにはまず自分を見つめなおすことからは
じめよう。

自分を飛躍させたいと思っている人は、この本をきっかけに、
前に進む力を手にすることができるのでは。

自分が何に向いているのかわからない、自分のや
りたいことってなんだろう……自分の将来を考えたと
き、この本のワークシートやチェックリストで自分を
知ることからはじめてみては。仕事、結婚、子育て、
介護などどんな生き方をしたいと思っているかを知る
ことで、未来がみえてくるはず。「どんな選択肢を選ん
でも、それがあなたの人生なのだから、自分の人生
の主人公になろうよ」と応援してくれる一冊。

・ 心療内科や精神科の敷居は高いが、『まなこ』のよう

な情報誌に医師の話が載り頭の片隅にあると、相談し

てみようかなという気持ちになる。

・ 「もっと自分を大切にしていいんですよ」という医師

の言葉や、ボランティア活動に打ち込んでいる方の考

え方に自分を重ね合わせて共感することができた。

・ 今の時代、子どももストレスを抱えている。

・ 評判の良かった先生が、次に赴任した学校で親との関

係がうまくいかず、ストレスを抱えていると聞いた。

・ ３人の子どもの野球の当番で、10年以上も毎週土日に

休めなかった。監督の立場は大変だと思うし、感謝し

ている。

・ スポーツは続けられることが幸せだと思う。今は、受

験勉強のためにどんどんやめていってしまう。

・ ストレス解消法は、飼い猫を抱いてグチュグチュ愚痴を言うこと。

・ 学校の関係では、人と違う意見はなかなか言えない。情けない
が、「モンスターペアレント」とは思われたくないし……。

・ 意見とわがままの区別がつかない。女の人の特徴だろうか？

・ 進行役の人が上手に意見を拾い上げてくれないと「声の大きい
者勝ち」になってしまう。自分の語彙不足も反省材料だが。

・友だち同士でメールのやり取りばかりしていると、子どもたち
は何が正しいことなのかわからなくなってしまうのではないだ
ろうか。今の子どもたちは、自分なりの意見をしっかり主張で
きないと流されてしまう。

・ 親子関係の会話は難しい。押し付けているかなと思ったり、親
だからもっときちんと言ったほうがいいかなと思ったり、迷い
悩むことがある。

・ 女同士で話していると共感や同調を得られることでも、夫婦間
の会話になると、「憶測」とか「思い込み」だと夫に決め付け
られてしまう（同感の声複数あり）。

・ 自分をただ変えたいと思うだけでなく、アサーションを学ぶた
めに講座を受けたり、自ら勉強することが必要だと思う。

・ 自分の意見をスパッと言って、時間になるとパッと帰る。こう
いう姿勢に憧れるが、現実はつい余計なフォローをして落ち込
むことが多い。

70号「自分づくり」に向けて。そのほか。

69号「やさしい絆づくり『話してみようよ』」について

1月15日（火）
10：00～12：00　
市役所第803会議室

レポーター会議風景
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人と違う意見があったら、恐れずに言ってみようよ！

正直な あなた自身をつくるために
橋本 武さん

話
す
ポ
イ
ン
ト

聞
く
ポ
イ
ン
ト

「
聞
き
手
意
識
」
を
働
か
せ
る

全
身
を
使
う

よ
ろ
い

今、人々の生活はさまざまなコミュニケーションが要求されています。女性も男性も仕事上はも
ちろんのこと、高齢者や若者も各々の場で相手の考えや主張をしっかり受け止めつつ、同時に自分
の言いたいことも遠慮せずに伝えられる、そんなバランスの取れたコミュニケーションができるこ
とは大切なことと考えます。
コミュニケーション能力の研究をしている「話し方教育センター」の講師 橋本 武さん（46歳）に、
最近よく耳にするアサーションについて、また、それが重視されるようになった社会背景などにつ
いてもお話を伺いました。

今、人々の生活はさまざまなコミュニケーションが要求されています。女性も男性も仕事上はも
ちろんのこと、高齢者や若者も各々の場で相手の考えや主張をしっかり受け止めつつ、同時に自分
の言いたいことも遠慮せずに伝えられる、そんなバランスの取れたコミュニケーションができるこ
とは大切なことと考えます。
コミュニケーション能力の研究をしている「話し方教育センター」の講師 橋本 武さん（46歳）に、
最近よく耳にするアサーションについて、また、それが重視されるようになった社会背景などにつ
いてもお話を伺いました。

「部下の叱り方について、質問を受けることも
ありますね」と笑う橋本さん

70号特集 自分づくり

① 

差
別
用
語
は
使
わ
な
い
。

② 

聞
い
て
い
る
相
手
の
心
理
や
感
情
を

配
慮
す
る
。

③ 

わ
か
り
や
す
く
話
す
。

④ 

感
じ
よ
く
話
す
。

例
え
ば

・
わ
か
り
や
す
い
言
葉
を
使
う
。

・
話
す
順
序
を
考
え
る
。

・
明
朗
な
発
声
・
発
音
を
心
が
け
る
。

・
相
手
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い
表

現
を
心
が
け
る
。

・
前
向
き
な
言
い
方
を
心
が
け
る
。

・
　

「
〜
し
て
く
れ
な
い
と
困
る
よ
」

・
○「
〜
し
て
く
れ
る
と
助
か
る
よ
」

た
だ
、
最
近
の
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は

自
己
主
張
し
な
い
、
意
見
を
言
わ
な
い
子

が
増
え
て
い
る
，
と
聞
き
ま
す
。
兄
弟
姉

妹
が
少
な
く
な
っ
た
か
ら
か
？
ま
た
、
発

言
す
る
こ
と
で
、
い
じ
め
に
つ
な
が
る
こ

と
を
避
け
る
た
め
か
？
以
前
は
反
抗
期
な

ど
で
親
子
の
会
話
の
希
薄
が
問
題
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
は
別

の
問
題
が
あ
る
よ
う
で
す
。
で
も
、
本
来

「
自
己
主
張
し
た
い
！
」
と
い
う
の
は
人

間
の
自
然
な
感
情
で
、
こ
れ
を
抑
え
て
い

る
こ
と
は
不
自
然
で
す
。

一
方
で
は
、
多
く
の
人
が
感
情
を
爆
発

し
や
す
い
状
況
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う

で
、
そ
の
現
れ
の
一
つ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
匿
名
で
発
信
で
き
る
場
が
で
き
、

一
方
的
に
思
い
を
ぶ
つ
け
る
こ
と
が
可
能

な
た
め
で
し
ょ
う
。
で
も
実
際
に
目
の
前

の
人
と
会
話
す
る
場
合
に
は
、
自
分
を
出

す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

さ
ま
ざ
ま
な
組
織
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

研
修
、
新
入
社
員
研
修
な
ど
に
取
り
入
れ

て
い
る
所
が
増
え
て
い
ま
す
。

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
社
会
背
景
は
？

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
の
発
祥
は
ア
メ
リ
カ
で

す
。
１
９
５
０
年
代
に
行
動
療
法
と
い
わ

れ
る
心
理
療
法
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

で
、
は
じ
め
は
自
己
主
張
が
苦
手
な
人
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
法
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

そ
の
療
法
が
１
９
６
０
〜
７
０
年
代
に

な
る
と
、
差
別
撤
廃
や
女
性
の
解
放
運
動

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
々
に
発
言

を
す
る
こ
と
の
勇
気
を
与
え
た
の
で
す
。

や
が
て
日
本
に
も
紹
介
さ
れ
、
自
己
主

張
の
考
え
や
表
現
が
、
日
本
の
風
土
に
あ

っ
た
方
法
で
実
践
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
日
本
に
は
昔
か
ら
「
和
を
も
っ
て

尊
し
と
す
る
」
と
か
「
出
る
く
い
は
打
た

れ
る
」
な
ど
均
一
や
平
均
、
横
並
び
を
重

ん
じ
る
風
土
が
あ
り
「
強
い
主
張
は
慎

む
」
と
い
う
謙
虚
さ
が
美
徳
と
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
文
化
を
考
慮
し
つ

つ
、
お
互
い
に
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を

伝
え
合
い
、
相
手
の
こ
と
も
配
慮
す
る
ア

サ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
広
め
ら
れ
た
の
で

す
。

「皆が言うから」、「誰かがそう言ったから」、「何かの本に書いてあったから」ではなく、
あなた自身はどう思い、何を考えているのですか。人の顔色ばかり見ていないで、あなた
の考えや思いをあなた自身の言葉で話していますか。
　１年間の締めくくりとなる70号では、自分らしさを大切にしながら上手に自分の考えや気
持ちを表現するためにはどんなことが大切か、考えてみたいと思います。
　ほかの人たちにどう思われるかを気にすることなく、まず肩の力を抜いて、自分らしく率
直に今の気持ちを言葉にしてみませんか。

「皆が言うから」、「誰かがそう言ったから」、「何かの本に書いてあったから」ではなく、
あなた自身はどう思い、何を考えているのですか。人の顔色ばかり見ていないで、あなた
の考えや思いをあなた自身の言葉で話していますか。
　１年間の締めくくりとなる70号では、自分らしさを大切にしながら上手に自分の考えや気
持ちを表現するためにはどんなことが大切か、考えてみたいと思います。
　ほかの人たちにどう思われるかを気にすることなく、まず肩の力を抜いて、自分らしく率
直に今の気持ちを言葉にしてみませんか。

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
、
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ

と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
は
自
己
主
張
・
断
言
な

ど
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
が
、
社
会
生
活

の
中
で
一
般
的
に
使
わ
れ
る
場
合
は
一
方

的
な
物
言
い
で
は
な
く
、
相
手
を
尊
重
し

つ
つ
自
分
の
意
見
も
入
れ
、
互
い
に
心
理

的
な
負
担
が
な
く
、
自
己
表
現
が
で
き
る

よ
う
な
話
し
方
の
こ
と
で
、
ア
サ
ー
テ
ィ

ブ
は
そ
の
形
容
詞
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
指

導
し
て
い
ま
す
。
話
し
方
や
表
現
の
方

法
、
と
き
に
は
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
と
い

っ
て
、
お
互
い
に
話
し
手
と
聞
き
手
の
役

割
と
場
面
を
決
め
、
実
際
に
上
手
に
理
解

し
合
う
実
習
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
民
間
企
業
や
行
政
関
係
を
は
じ
め
、

自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
を
上
手

に
伝
え
る
た
め
に
は
？

相
手
と
の
人
間
関
係
を
つ
く
る
こ
と
。

「
自
己
開
示
」
で
す
。
互
い
に
鎧
を
着
て

い
て
は
無
理
。
ま
ず
自
分
が
鎧
を
脱
ぎ
、

あ
る
い
は
薄
着
に
な
っ
て
相
手
を
向
か
い

入
れ
る
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
で
す
。

相
手
の
話
を
良
く
聞
き
、

理
解
す
る
力
を
養
う
に
は
？

「
話
し
手
意
識
」
を
働
か
せ
て
聞
く
。

相
手
の
心
理
や
感
情
を
配
慮
し
て
い
れ

ば
、
そ
っ
ぽ
を
向
い
た
り
、
ふ
ん
ぞ
り
返

っ
た
り
、
何
の
反
応
も
返
さ
な
い
、
と
い

っ
た
態
度
は
と
れ
な
い
は
ず
。

プ
ラ
ス
ひ
と
言
の
効
用
、

取
材
を
終
え
て

橋
本
さ
ん
は
「
朝
の
挨
拶
で
も
『
お
は

よ
う
』
の
ほ
か
に
ひ
と
言
加
え
る
こ
と
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
春
ら
し
く
な
り
ま
し
た
ね
」
や
「
今

日
は
い
い
お
天
気
だ
ね
」
な
ど
、
人
の
話

を
聞
く
と
き
も
「
な
る
ほ
ど
！
」、「
そ
う

で
す
ね
ぇ
」
は
、
相
手
の
心
を
ほ
ぐ
す
第

一
歩
に
な
る
そ
う
で
す
。

私
た
ち
は
小
さ
な
話
し
合
い
の
中
で

も
、
つ
い
、
上
司
や
リ
ー
ダ
ー
の
意
見
に

よ
っ
て
流
さ
れ
た
り
、
言
わ
ず
じ
ま
い
に

な
っ
て
後
で
悔
や
ま
れ
た
り
し
が
ち
で

す
。
こ
れ
は
相
手
に
対
し
て
も
失
礼
な
こ

と
。
互
い
に
人
と
違
う
こ
と
を
恐
れ
ず
に

考
え
を
言
い
、
平
等
な
人
間
関
係
を
保
つ

こ
と
か
ら
、「
自
分
ら
し
さ
」「
自
分
づ
く

り
」
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。橋

本
さ
ん
の
笑
顔
と
声
の
ト
ー
ン
、
間

の
と
り
方
、
人
の
話
の
聞
き
方
に
、
私
も

多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

取
材
　

浜
　

俊
子
（
文
）

①
耳
を
使
っ
て…

相
手
の
言
葉
だ
け

で
な
く
、
話
し
方
や
声
の
調
子
な

ど
か
ら
相
手
の
心
理
を
聞
き
取

る
。

②
目
を
使
っ
て…

表
情
の
変
化
や
、

態
度
、
行
動
な
ど
か
ら
相
手
の
真

意
を
探
る
。

③
口
を
使
っ
て…

あ
い
づ
ち
を
打

つ
、
質
問
す
る
。

④
体
を
使
っ
て…

う
な
ず
く
、
体
を

相
手
に
向
け
る
。

⑤
頭
を
使
っ
て…

相
手
の
話
を
分
析

す
る
。

⑥
心
を
使
っ
て…

相
手
の
話
を
受

容
・
共
感
し
な
が
ら
。
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吉祥寺北町

人と違う意見があったら、恐れずに言ってみようよ！

正直な あなた自身をつくるために
橋本 武さん

話
す
ポ
イ
ン
ト

聞
く
ポ
イ
ン
ト

「
聞
き
手
意
識
」
を
働
か
せ
る

全
身
を
使
う

よ
ろ
い

今、人々の生活はさまざまなコミュニケーションが要求されています。女性も男性も仕事上はも
ちろんのこと、高齢者や若者も各々の場で相手の考えや主張をしっかり受け止めつつ、同時に自分
の言いたいことも遠慮せずに伝えられる、そんなバランスの取れたコミュニケーションができるこ
とは大切なことと考えます。
コミュニケーション能力の研究をしている「話し方教育センター」の講師 橋本 武さん（46歳）に、
最近よく耳にするアサーションについて、また、それが重視されるようになった社会背景などにつ
いてもお話を伺いました。

今、人々の生活はさまざまなコミュニケーションが要求されています。女性も男性も仕事上はも
ちろんのこと、高齢者や若者も各々の場で相手の考えや主張をしっかり受け止めつつ、同時に自分
の言いたいことも遠慮せずに伝えられる、そんなバランスの取れたコミュニケーションができるこ
とは大切なことと考えます。
コミュニケーション能力の研究をしている「話し方教育センター」の講師 橋本 武さん（46歳）に、
最近よく耳にするアサーションについて、また、それが重視されるようになった社会背景などにつ
いてもお話を伺いました。

「部下の叱り方について、質問を受けることも
ありますね」と笑う橋本さん

70号特集 自分づくり

① 

差
別
用
語
は
使
わ
な
い
。

② 

聞
い
て
い
る
相
手
の
心
理
や
感
情
を

配
慮
す
る
。

③ 

わ
か
り
や
す
く
話
す
。

④ 

感
じ
よ
く
話
す
。

例
え
ば

・
わ
か
り
や
す
い
言
葉
を
使
う
。

・
話
す
順
序
を
考
え
る
。

・
明
朗
な
発
声
・
発
音
を
心
が
け
る
。

・
相
手
の
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い
表

現
を
心
が
け
る
。

・
前
向
き
な
言
い
方
を
心
が
け
る
。

・
　

「
〜
し
て
く
れ
な
い
と
困
る
よ
」

・
○「
〜
し
て
く
れ
る
と
助
か
る
よ
」

た
だ
、
最
近
の
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は

自
己
主
張
し
な
い
、
意
見
を
言
わ
な
い
子

が
増
え
て
い
る
，
と
聞
き
ま
す
。
兄
弟
姉

妹
が
少
な
く
な
っ
た
か
ら
か
？
ま
た
、
発

言
す
る
こ
と
で
、
い
じ
め
に
つ
な
が
る
こ

と
を
避
け
る
た
め
か
？
以
前
は
反
抗
期
な

ど
で
親
子
の
会
話
の
希
薄
が
問
題
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
は
別

の
問
題
が
あ
る
よ
う
で
す
。
で
も
、
本
来

「
自
己
主
張
し
た
い
！
」
と
い
う
の
は
人

間
の
自
然
な
感
情
で
、
こ
れ
を
抑
え
て
い

る
こ
と
は
不
自
然
で
す
。

一
方
で
は
、
多
く
の
人
が
感
情
を
爆
発

し
や
す
い
状
況
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う

で
、
そ
の
現
れ
の
一
つ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
匿
名
で
発
信
で
き
る
場
が
で
き
、

一
方
的
に
思
い
を
ぶ
つ
け
る
こ
と
が
可
能

な
た
め
で
し
ょ
う
。
で
も
実
際
に
目
の
前

の
人
と
会
話
す
る
場
合
に
は
、
自
分
を
出

す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

さ
ま
ざ
ま
な
組
織
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

研
修
、
新
入
社
員
研
修
な
ど
に
取
り
入
れ

て
い
る
所
が
増
え
て
い
ま
す
。

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
社
会
背
景
は
？

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
の
発
祥
は
ア
メ
リ
カ
で

す
。
１
９
５
０
年
代
に
行
動
療
法
と
い
わ

れ
る
心
理
療
法
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

で
、
は
じ
め
は
自
己
主
張
が
苦
手
な
人
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
法
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

そ
の
療
法
が
１
９
６
０
〜
７
０
年
代
に

な
る
と
、
差
別
撤
廃
や
女
性
の
解
放
運
動

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
々
に
発
言

を
す
る
こ
と
の
勇
気
を
与
え
た
の
で
す
。

や
が
て
日
本
に
も
紹
介
さ
れ
、
自
己
主

張
の
考
え
や
表
現
が
、
日
本
の
風
土
に
あ

っ
た
方
法
で
実
践
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
日
本
に
は
昔
か
ら
「
和
を
も
っ
て

尊
し
と
す
る
」
と
か
「
出
る
く
い
は
打
た

れ
る
」
な
ど
均
一
や
平
均
、
横
並
び
を
重

ん
じ
る
風
土
が
あ
り
「
強
い
主
張
は
慎

む
」
と
い
う
謙
虚
さ
が
美
徳
と
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
文
化
を
考
慮
し
つ

つ
、
お
互
い
に
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を

伝
え
合
い
、
相
手
の
こ
と
も
配
慮
す
る
ア

サ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
広
め
ら
れ
た
の
で

す
。

「皆が言うから」、「誰かがそう言ったから」、「何かの本に書いてあったから」ではなく、
あなた自身はどう思い、何を考えているのですか。人の顔色ばかり見ていないで、あなた
の考えや思いをあなた自身の言葉で話していますか。
　１年間の締めくくりとなる70号では、自分らしさを大切にしながら上手に自分の考えや気
持ちを表現するためにはどんなことが大切か、考えてみたいと思います。
　ほかの人たちにどう思われるかを気にすることなく、まず肩の力を抜いて、自分らしく率
直に今の気持ちを言葉にしてみませんか。

「皆が言うから」、「誰かがそう言ったから」、「何かの本に書いてあったから」ではなく、
あなた自身はどう思い、何を考えているのですか。人の顔色ばかり見ていないで、あなた
の考えや思いをあなた自身の言葉で話していますか。
　１年間の締めくくりとなる70号では、自分らしさを大切にしながら上手に自分の考えや気
持ちを表現するためにはどんなことが大切か、考えてみたいと思います。
　ほかの人たちにどう思われるかを気にすることなく、まず肩の力を抜いて、自分らしく率
直に今の気持ちを言葉にしてみませんか。

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
、
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ

と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
は
自
己
主
張
・
断
言
な

ど
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
が
、
社
会
生
活

の
中
で
一
般
的
に
使
わ
れ
る
場
合
は
一
方

的
な
物
言
い
で
は
な
く
、
相
手
を
尊
重
し

つ
つ
自
分
の
意
見
も
入
れ
、
互
い
に
心
理

的
な
負
担
が
な
く
、
自
己
表
現
が
で
き
る

よ
う
な
話
し
方
の
こ
と
で
、
ア
サ
ー
テ
ィ

ブ
は
そ
の
形
容
詞
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
指

導
し
て
い
ま
す
。
話
し
方
や
表
現
の
方

法
、
と
き
に
は
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
と
い

っ
て
、
お
互
い
に
話
し
手
と
聞
き
手
の
役

割
と
場
面
を
決
め
、
実
際
に
上
手
に
理
解

し
合
う
実
習
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
民
間
企
業
や
行
政
関
係
を
は
じ
め
、

自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
を
上
手

に
伝
え
る
た
め
に
は
？

相
手
と
の
人
間
関
係
を
つ
く
る
こ
と
。

「
自
己
開
示
」
で
す
。
互
い
に
鎧
を
着
て

い
て
は
無
理
。
ま
ず
自
分
が
鎧
を
脱
ぎ
、

あ
る
い
は
薄
着
に
な
っ
て
相
手
を
向
か
い

入
れ
る
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
で
す
。

相
手
の
話
を
良
く
聞
き
、

理
解
す
る
力
を
養
う
に
は
？

「
話
し
手
意
識
」
を
働
か
せ
て
聞
く
。

相
手
の
心
理
や
感
情
を
配
慮
し
て
い
れ

ば
、
そ
っ
ぽ
を
向
い
た
り
、
ふ
ん
ぞ
り
返

っ
た
り
、
何
の
反
応
も
返
さ
な
い
、
と
い

っ
た
態
度
は
と
れ
な
い
は
ず
。

プ
ラ
ス
ひ
と
言
の
効
用
、

取
材
を
終
え
て

橋
本
さ
ん
は
「
朝
の
挨
拶
で
も
『
お
は

よ
う
』
の
ほ
か
に
ひ
と
言
加
え
る
こ
と
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
春
ら
し
く
な
り
ま
し
た
ね
」
や
「
今

日
は
い
い
お
天
気
だ
ね
」
な
ど
、
人
の
話

を
聞
く
と
き
も
「
な
る
ほ
ど
！
」、「
そ
う

で
す
ね
ぇ
」
は
、
相
手
の
心
を
ほ
ぐ
す
第

一
歩
に
な
る
そ
う
で
す
。

私
た
ち
は
小
さ
な
話
し
合
い
の
中
で

も
、
つ
い
、
上
司
や
リ
ー
ダ
ー
の
意
見
に

よ
っ
て
流
さ
れ
た
り
、
言
わ
ず
じ
ま
い
に

な
っ
て
後
で
悔
や
ま
れ
た
り
し
が
ち
で

す
。
こ
れ
は
相
手
に
対
し
て
も
失
礼
な
こ

と
。
互
い
に
人
と
違
う
こ
と
を
恐
れ
ず
に

考
え
を
言
い
、
平
等
な
人
間
関
係
を
保
つ

こ
と
か
ら
、「
自
分
ら
し
さ
」「
自
分
づ
く

り
」
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。橋

本
さ
ん
の
笑
顔
と
声
の
ト
ー
ン
、
間

の
と
り
方
、
人
の
話
の
聞
き
方
に
、
私
も

多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

取
材
　

浜
　

俊
子
（
文
）

①
耳
を
使
っ
て…

相
手
の
言
葉
だ
け

で
な
く
、
話
し
方
や
声
の
調
子
な

ど
か
ら
相
手
の
心
理
を
聞
き
取

る
。

②
目
を
使
っ
て…

表
情
の
変
化
や
、

態
度
、
行
動
な
ど
か
ら
相
手
の
真

意
を
探
る
。

③
口
を
使
っ
て…

あ
い
づ
ち
を
打

つ
、
質
問
す
る
。

④
体
を
使
っ
て…

う
な
ず
く
、
体
を

相
手
に
向
け
る
。

⑤
頭
を
使
っ
て…

相
手
の
話
を
分
析

す
る
。

⑥
心
を
使
っ
て…
相
手
の
話
を
受

容
・
共
感
し
な
が
ら
。
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松島 淑子さん　吉祥寺北町谷 ルシアーナ さん　吉祥寺南町

『
71
歳
の
再
出
発
』

７
年
前
、
こ
の
言
葉
に
希
望
を
込

め
、
松
島
さ
ん
は
転
居
の
挨
拶
状
を

書
き
始
め
た
も
の
の
、
右
手
を
思
う

よ
う
に
動
か
す
こ
と
が
で
き
ず
、
ま

し
て
や
手
書
き
で
は
何
十
枚
も
の
葉

書
を
書
く
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
当

時
は
、
妹
さ
ん
に
パ
ソ
コ
ン
で
打
っ
て

も
ら
っ
た
が
、
そ
れ
が
松
島
さ
ん
が
パ

ソ
コ
ン
を
習
い
た
い
と
思
う
き
っ
か
け

に
も
な
っ
た
そ
う
だ
。

「
40
数
年
ぶ
り
に
住
む
吉
祥
寺
は

す
っ
か
り
賑
や
か
な
町
に
変
わ
り
、

妹
た
ち
家
族
の
他
に
知
り
合
い
も
な

く
、
私
は
ま
る
で
浦
島
太
郎
の
よ
う

で
し
た
」。
で
も
、
緑
多
い
こ
の
街
の

欅
並
木
の
そ
ば
で
再
出
発
で
き
る
こ

と
は
、
本
当
に
幸
せ
だ
っ
た
。「
何
か

始
め
た
い
、
こ
の
吉
祥
寺
に
馴
染
み

た
い
」
と
、「
ひ
と
り
」
で
も
参
加
で

き
る
学
習
会
を
探
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
妹
さ
ん
の
紹
介
で
、
パ
ソ
コ
ン
学

習
会
の
先
生
に
声
を
掛
け
て
い
た
だ

い
た
そ
う
だ
。「
パ
ソ
コ
ン
な
ら
左
手

で
も
自
分
で
読
み
や
す
い
文
字

が
書
け
る
！
と
思
い
、
喜
ん
で

参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」。

そ
し
て
、
先
生
の
「
上
手
く
な

ろ
う
と
せ
ず
、
人
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
場
だ
と
思
っ
て
」
と
い

う
言
葉
が
、
松
島
さ
ん
の
気
持
ち

を
楽
に
し
て
く
れ
た
。

「
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
こ
な
す
な
ど
私

に
は
と
て
も
及
び
ま
せ
ん
が…

…

」

と
、
学
習
会
で
習
っ
た
と
い
う
地
図

や
線
路
を
画
い
た
も
の
や
、
イ
ラ
ス
ト

や
写
真
を
は
め
込
ん
だ
案
内
状
、
そ

し
て
ご
自
分
で
作
っ
た
年
賀
状
な

ど
、
楽
し
い
作
品
を
た
く
さ
ん
見
せ

て
い
た
だ
い
た
。「
毎
週
日
曜
日
の
パ

ソ
コ
ン
学
習
会
で
は
、
繰
り
返
し
教

え
て
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
毎
回
新

し
い
発
見
が
あ
る
の
で
す
よ
。
パ
ソ
コ

ン
は
ま
る
で
便
利
な
生
き
物
の
よ
う

で
す
」。「
先
生
の
温
か
い
お
人
柄
と

良
い
お
仲
間
に
恵
ま
れ
て
、
楽
し
く

学
べ
る
こ
と
が
何
よ
り
嬉
し
い
の
で

す
」
と
松
島
さ
ん
は
に
こ
や
か
に
、

本
当
に
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
だ
さ

っ
た
。
そ
し
て
、「
こ
の
年
齢
に
な
っ
て

パ
ソ
コ
ン
を
使
え
る
の
は
、
ち
ょっ
と
得

意
な
気
持
ち
に
も
な
り
ま
す
ね
ぇ

（
笑
）」
と
。
パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
に
は
デ

ジ
カ
メ
や
絵
手
紙
も
楽
し
ん
で
い
る
。

「
デ
ジ
カ
メ
は
左
手
で
持
っ
て
シ
ャ
ッ

タ
ー
が
切
れ
る
の
で
、
少
々
の
手
ぶ
れ

で
も
写
せ
る
こ
と
か
ら
、
旅
行
に
は

必
ず
持
っ
て
行
き
ま
す
。
今
ま
で
は

お
友
だ
ち
か
ら
撮
っ
て
い
た
だ
い
て
ば

か
り
い
た
ス
ナ
ッ
プ
写
真
も
、
私
か
ら

も
差
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
、
嬉

し
い
こ
と
で
す
」。
ま
た
、
見
せ
て
い

た
だ
い
た
絵
手
紙
の
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
描
か
れ
た
り
ん
ご
は
と
て
も
美
味

し
そ
う
で
、
松
島
さ
ん
の
大
ら
か
さ

と
素
敵
な
感
性
が
伝
わ
って
き
た
。
　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
れ
か
ら
は

松
島
さ
ん
に
と
っ
て
書
い
た
り
話
し

た
り
す
る
こ
と
と
メ
ー
ル
の
違
い
は
？

「
メ
ー
ル
は
記
録
さ
れ
る
の
で
、
後
で

見
直
す
こ
と
が
で
き
て
、
忙
し
い
人

に
は
仕
事
中
に
時
間
を
と
ら
れ
ず
、

失
礼
で
な
い
通
信
方
法
だ
と
思
い
ま

す
。
遠
方
に
居
る
方
に
写
真
な
ど
送

れ
た
ら
こ
れ
も
便
利
で
し
ょ
う
。
で

も
、
時
に
は
親
し
い
人
の
声
を
聞
い
て

話
し
た
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
？
電

話
で
話
し
て
元
気
を
取
り
戻
す
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
」。
伝
え
る
方

法
は
違
っ
て
い
て
も
、
相
手
を
思
い
や

る
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
松
島
さ
ん
の

温
か
い
お
人
柄
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

「
こ
れ
か
ら
も
人
と
の
和
を
大
切

に
、
人
生
を
切
り
開
い
て
い
き
た
い
」

と
話
す
。「
パ
ソ
コ
ン
の
学
習
会
な
ど

を
見
て
も
、
今
は
高
齢
の
方
は
学
ぶ

こ
と
に
積
極
的
で
熱
心
で
す
。
私
も

遠
方
に
住
む
息
子
か
ら
は
『
健
康
な

ら
ど
ん
ど
ん
外
へ
』
と
、
親
友
か
ら

は
『
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
挑
戦
す
る

こ
と
』
と
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
」。
こ

れ
か
ら
は
書
道
に
も
挑
戦
し
て
み
た

い
そ
う
だ
。「
左
手
で
味
の
あ
る
字
が

書
け
そ
う
な
気
が
し
ま
す
」。
３
年

ほ
ど
前
に
大
学
の
聴
講
生
に
な
れ
た

の
で
、
今
年
は
ド
イ
ツ
の
歴
史
な
ど

も
勉
強
し
て
み
た
い
と
、
や
り
た
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
だ
。

「
戦
争
で
義
務
教
育
を
中
断
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
私
の
、今
が
女

学
生
の
続
き
の
よ
う
で
す
。
息
子
た

ち
も
独
立
し
、
今
は
自
分
の
好
き
な

こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
由
に
ノ
ー
ト

も
取
れ
な
い
今
、
大
学
の
先
生
の
お

話
を
聴
け
る
機
会
が
あ
る
こ
と
は
幸

せ
で
す
」。「
与
え
ら
れ
た
環
境
の
中

で
、
健
康
で
あ
る
限
り
、『
ひ
と
り
』

で
も
ど
ん
ど
ん
外
へ
出
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。『
や
る
気
』『
工
夫
』『
高

望
み
し
な
い
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
ね
」。

  　

取
材
　

戸
田 

真
帆
子
（
文
）

日
本
語
で
話
し
た
い

生
ま
れ
は
ブ
ラ
ジ
ル
。
工
業
デ
ザ
イ

ン
を
勉
強
す
る
た
め
に
来
日
、
大
学

時
代
に
ご
主
人
と
知
り
合
い
、
結
婚

し
て
そ
の
ま
ま
日
本
に
住
ん
で
27
年

に
な
る
。
ご
主
人
と
の
会
話
は
英
語

が
中
心
。
日
本
語
を
使
う
機
会
が
あ

ま
り
な
か
っ
た
が
、
医
者
に
か
か
る
と

き
な
ど
は
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
持
っ

て
い
く
な
ど
不
便
も
多
か
っ
た
。

娘
さ
ん
が
生
ま
れ
た
と
き
、
母
国

語
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
教
え
た
か
っ

た
。
し
か
し
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
仕
事
を

し
て
い
て一
緒
に
い
る
時
間
が
少
な
か
っ

た
の
で
、
日
本
語
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
を
心
が
け
た
。

あ
る
と
き
、「
マ
マ
と
話
し
て
も
わ

か
ら
な
い
か
ら
ま
あ
い
い
や
、
や
め
よ

う
そ
の
話
は
」
と
娘
さ
ん
か
ら
言
わ

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
谷
さ

ん
は
「
他
の
言
葉
で
ゆ
っ
く
り
説
明
し

た
ら
わ
か
る
で
し
ょ
う
。
す
ぐ
あ
き

ら
め
る
の
は
い
け
な
い
よ
」
と
、
日
頃

か
ら
の
信
念
を
貫
い
て
会
話
の
大
切

さ
を
説
い
た
と
い
う
。
た
と
え
わ
か

り
に
く
い
言
葉
で
も
、
片
言
で
も
、

聞
こ
う
と
す
る
気
持
ち
、
理
解
す
る

気
持
ち
が
あ
れ
ば
伝
わ
る
。

今
18
歳
の
娘
さ
ん
は
伝
わ
ら
な
か
っ

た
ら
他
の
言
葉
に
言
い
換
え
る
な

ど
、
場
に
応
じ
た
会
話
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
小
さ
い
頃
、
パ
ス

テ
ー
ル（
揚
げ
餃
子
）や
キ
ビ（
肉
団
子
）

な
ど
の
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
の
弁
当
を
恥
ず

か
し
い
と
思
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
ブ

ラ
ジ
ル
グ
ル
ー
プ
で
の
経
験
を
通
し
て

自
信
を
も
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

信
じ
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
ら

責
任
が
と
れ
る

日
本
に
来
た
と
き
び
っ
く
り
し
た
の

は
、
若
者
が
選
挙
に
興
味
が
な
い
こ

と
だ
っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
16
歳
で
も

政
治
に
つ
い
て
は
っ
き
り
と
自
分
の
考

え
を
話
す
。テ
レ
ビ
を
見
て
い
て
も「
ど

う
思
う
？
」
と
家
族
の
間
で
話
を
す

る
。
日
本
人
は
、
考
え
て
か
ら
話
す

し
自
慢
も
し
な
い
。
夫
婦
の
間
で
も

あ
ま
り
し
ゃ
べ
ら
な
く
て
も
気
持
ち

が
伝
わ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
、
考
え

な
い
で
話
し
て
し
ま
う
。「
毎
日
会
っ

て
い
る
家
族
や
友
人
で
も
、
ま
る
で

何
年
も
会
っ
て
い
な
い
よ
う
に
し
ゃ
べ

る
」
の
だ
そ
う
だ
。
そ
れ
は
「
宝
物
」

と
谷
さ
ん
は
言
う
。

も
う
一つ
大
事
な
こ
と
。
言
い
た
い

こ
と
は
何
が
あ
っ
て
も
言
う
勇
気
。

以
前
、
会
社
で
働
い
て
い
る
と
き
、

給
料
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
尻
込
み
す

る
同
僚
を
説
得
し
、
行
動
し
た
。
そ

し
て
良
い
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が

で
き
た
。
自
然
に
良
く
な
る
の
を
待
っ

て
い
た
ら
何
も
変
わ
ら
な
い
。

み
ん
な
の
た
め
に
、
自
分
の

た
め
に

谷
さ
ん
は
南
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
年
４
回
、
料
理
教
室
を
開
い
て

い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
料
理
を
紹
介
し
な

が
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
話
を
す
る
。

ま
た
、
自
分
の
体
と
精
神
の
リ
ラ

ッ
ク
ス
の
た
め
に
、
ご
主
人
が
勧
め
て

く
れ
た
ヨ
ー
ガ
を
し
て
い
る
。
料
理
も

ヨ
ー
ガ
も
、
そ
れ
を
通
じ
て
人
と
出

会
い
、
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ

と
で
、「
自
分
も
も
っ
と
良
く
な
る
」

と
思
って
い
る
。

他
に
は
都
庁
で
「
東
京
都
外
国
人

都
民
会
議
委
員
」
と
し
て
意
見
を
述

べ
た
り
、
日
本
で
結
婚
し
た
ブ
ラ
ジ
ル

人
の
姓
名
に
つ
い
て
の
法
律
改
正
周
知

を
ブ
ラ
ジ
ル
領
事
館
に
要
請
し
た
り

す
る
な
ど
、
社
会
が
良
く
な
っ
た
ら

と
願
い
行
動
し
て
き
た
。

日
本
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
年
と
っ

て
か
ら
と
い
う
の
が
今
ま
で
の一
般
的

な
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
ご
主
人

も
、
子
育
て
が
落
ち
着
い
て
か
ら
に

し
た
ら
、
と
い
う
意
見
だ
っ
た
。
そ
の

と
き
、
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
結
果
は
わ

か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
も

ら
う
の
に
最
初
は
と
て
も
苦
労
し
た

と
話
し
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
活
動

の
結
果
が
少
し
ず
つ
認
め
ら
れ
て
き

た
の
を
見
て
、
納
得
さ
れ
て
いっ
た
と

い
う
。

日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
こ
こ
は

違
う
か
な
。
例
え
ば

日
本
で
は
自
己
紹
介
か
ら
始
め

る
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
隣
の
人
を
知
ら
な

く
て
も
話
し
か
け
て
み
る
。
日
本
の

教
育
の
良
い
所
は
、
楽
器
を
演
奏
し

た
り
動
物
を
扱
っ
た
り
、
遠
足
や
旅

行
を
す
る
こ
と
な
ど
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
は

修
学
旅
行
な
ど
は
な
い
し
、
水
泳
の

授
業
も
な
い
。
部
活
も
な
い
の
で
、

学
校
が
終
わ
っ
て
か
ら
お
金
を
払
っ
て

習
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
日
本
の

学
校
で
は
、
体
育
館
が
寒
い
こ
と
や
、

は
だ
し
で
走
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
な
ど
不
思
議
に
思
う
こ
と
も
い
ろ
い

ろ
あ
る
。

谷
さ
ん
が
娘
さ
ん
の
保
護
者
会
で

発
言
す
る
と
、
あ
と
で
「
谷
さ
ん
良

か
っ
た
」
と
他
の
親
か
ら
言
わ
れ
た
と

い
う
。
そ
ん
な
と
き
、「
日
本
語
が
話

せ
る
の
に
な
ぜ
自
分
で
言
わ
な
い

の
？
」
と
思
っ
た
そ
う
だ
。

谷
さ
ん
と
お
話
し
し
て
み
て
、
私

に
も
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
パ
ワ
ー
が
伝
わ
っ
て

き
た
。
　

取
材
　

栗
原 

恵
子
（
文
）

松島 淑子さん（78歳）は、一人暮らしを始めて10年、亡夫との思い出の地、吉
祥寺に再び移り住み今年で７年になる。30年前の乳がんの手術で胸の筋肉を拳大ほ
ど切除したため、しびれや冷えなどの後遺症で右手が不自由になったが、デジカメや
絵手紙、そして３年前から左手で習い始めたパソコンに、自分の表現方法を見つけた。

学べることは幸せ～今、私は女学生
よしこ

友達、パソコン、写真、年賀状……
と、増えたものはたくさん。

伝えるための言葉、理解したい気持ち、そして勇気

「年をとってもコミュニケーション
の取れる夫婦でいたいですね」

ブラジルの料理は多国籍料理

国際結婚をされ「人生の半分」を日本で生活されている谷 ルシアーナさん（53歳）は、
娘さんが3歳のときブラジルの遊びや、文化を伝え合う目的で「ブラジルグループ」という
親子のグループを作る。ブラジルといえばコーヒーと音楽というイメージが先行、でも「そ
れだけではないブラジルも知ってほしかった」からと言う。折りしも今年は日本人ブラジル
移民１００周年。両国の関係は深い。

絵・写真
松島淑子

特集・自分づくり特集・自分づくり
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松島 淑子さん　吉祥寺北町谷 ルシアーナ さん　吉祥寺南町

『
71
歳
の
再
出
発
』

７
年
前
、
こ
の
言
葉
に
希
望
を
込

め
、
松
島
さ
ん
は
転
居
の
挨
拶
状
を

書
き
始
め
た
も
の
の
、
右
手
を
思
う

よ
う
に
動
か
す
こ
と
が
で
き
ず
、
ま

し
て
や
手
書
き
で
は
何
十
枚
も
の
葉

書
を
書
く
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
当

時
は
、
妹
さ
ん
に
パ
ソ
コ
ン
で
打
っ
て

も
ら
っ
た
が
、
そ
れ
が
松
島
さ
ん
が
パ

ソ
コ
ン
を
習
い
た
い
と
思
う
き
っ
か
け

に
も
な
っ
た
そ
う
だ
。

「
40
数
年
ぶ
り
に
住
む
吉
祥
寺
は

す
っ
か
り
賑
や
か
な
町
に
変
わ
り
、

妹
た
ち
家
族
の
他
に
知
り
合
い
も
な

く
、
私
は
ま
る
で
浦
島
太
郎
の
よ
う

で
し
た
」。
で
も
、
緑
多
い
こ
の
街
の

欅
並
木
の
そ
ば
で
再
出
発
で
き
る
こ

と
は
、
本
当
に
幸
せ
だ
っ
た
。「
何
か

始
め
た
い
、
こ
の
吉
祥
寺
に
馴
染
み

た
い
」
と
、「
ひ
と
り
」
で
も
参
加
で

き
る
学
習
会
を
探
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
妹
さ
ん
の
紹
介
で
、
パ
ソ
コ
ン
学

習
会
の
先
生
に
声
を
掛
け
て
い
た
だ

い
た
そ
う
だ
。「
パ
ソ
コ
ン
な
ら
左
手

で
も
自
分
で
読
み
や
す
い
文
字

が
書
け
る
！
と
思
い
、
喜
ん
で

参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」。

そ
し
て
、
先
生
の
「
上
手
く
な

ろ
う
と
せ
ず
、
人
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
場
だ
と
思
っ
て
」
と
い

う
言
葉
が
、
松
島
さ
ん
の
気
持
ち

を
楽
に
し
て
く
れ
た
。

「
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
こ
な
す
な
ど
私

に
は
と
て
も
及
び
ま
せ
ん
が…

…

」

と
、
学
習
会
で
習
っ
た
と
い
う
地
図

や
線
路
を
画
い
た
も
の
や
、
イ
ラ
ス
ト

や
写
真
を
は
め
込
ん
だ
案
内
状
、
そ

し
て
ご
自
分
で
作
っ
た
年
賀
状
な

ど
、
楽
し
い
作
品
を
た
く
さ
ん
見
せ

て
い
た
だ
い
た
。「
毎
週
日
曜
日
の
パ

ソ
コ
ン
学
習
会
で
は
、
繰
り
返
し
教

え
て
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
毎
回
新

し
い
発
見
が
あ
る
の
で
す
よ
。
パ
ソ
コ

ン
は
ま
る
で
便
利
な
生
き
物
の
よ
う

で
す
」。「
先
生
の
温
か
い
お
人
柄
と

良
い
お
仲
間
に
恵
ま
れ
て
、
楽
し
く

学
べ
る
こ
と
が
何
よ
り
嬉
し
い
の
で

す
」
と
松
島
さ
ん
は
に
こ
や
か
に
、

本
当
に
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
だ
さ

っ
た
。
そ
し
て
、「
こ
の
年
齢
に
な
っ
て

パ
ソ
コ
ン
を
使
え
る
の
は
、
ち
ょっ
と
得

意
な
気
持
ち
に
も
な
り
ま
す
ね
ぇ

（
笑
）」
と
。
パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
に
は
デ

ジ
カ
メ
や
絵
手
紙
も
楽
し
ん
で
い
る
。

「
デ
ジ
カ
メ
は
左
手
で
持
っ
て
シ
ャ
ッ

タ
ー
が
切
れ
る
の
で
、
少
々
の
手
ぶ
れ

で
も
写
せ
る
こ
と
か
ら
、
旅
行
に
は

必
ず
持
っ
て
行
き
ま
す
。
今
ま
で
は

お
友
だ
ち
か
ら
撮
っ
て
い
た
だ
い
て
ば

か
り
い
た
ス
ナ
ッ
プ
写
真
も
、
私
か
ら

も
差
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
、
嬉

し
い
こ
と
で
す
」。
ま
た
、
見
せ
て
い

た
だ
い
た
絵
手
紙
の
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
描
か
れ
た
り
ん
ご
は
と
て
も
美
味

し
そ
う
で
、
松
島
さ
ん
の
大
ら
か
さ

と
素
敵
な
感
性
が
伝
わ
って
き
た
。
　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
れ
か
ら
は

松
島
さ
ん
に
と
っ
て
書
い
た
り
話
し

た
り
す
る
こ
と
と
メ
ー
ル
の
違
い
は
？

「
メ
ー
ル
は
記
録
さ
れ
る
の
で
、
後
で

見
直
す
こ
と
が
で
き
て
、
忙
し
い
人

に
は
仕
事
中
に
時
間
を
と
ら
れ
ず
、

失
礼
で
な
い
通
信
方
法
だ
と
思
い
ま

す
。
遠
方
に
居
る
方
に
写
真
な
ど
送

れ
た
ら
こ
れ
も
便
利
で
し
ょ
う
。
で

も
、
時
に
は
親
し
い
人
の
声
を
聞
い
て

話
し
た
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
？
電

話
で
話
し
て
元
気
を
取
り
戻
す
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
」。
伝
え
る
方

法
は
違
っ
て
い
て
も
、
相
手
を
思
い
や

る
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
松
島
さ
ん
の

温
か
い
お
人
柄
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

「
こ
れ
か
ら
も
人
と
の
和
を
大
切

に
、
人
生
を
切
り
開
い
て
い
き
た
い
」

と
話
す
。「
パ
ソ
コ
ン
の
学
習
会
な
ど

を
見
て
も
、
今
は
高
齢
の
方
は
学
ぶ

こ
と
に
積
極
的
で
熱
心
で
す
。
私
も

遠
方
に
住
む
息
子
か
ら
は
『
健
康
な

ら
ど
ん
ど
ん
外
へ
』
と
、
親
友
か
ら

は
『
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
挑
戦
す
る

こ
と
』
と
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
」。
こ

れ
か
ら
は
書
道
に
も
挑
戦
し
て
み
た

い
そ
う
だ
。「
左
手
で
味
の
あ
る
字
が

書
け
そ
う
な
気
が
し
ま
す
」。
３
年

ほ
ど
前
に
大
学
の
聴
講
生
に
な
れ
た

の
で
、
今
年
は
ド
イ
ツ
の
歴
史
な
ど

も
勉
強
し
て
み
た
い
と
、
や
り
た
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う
だ
。

「
戦
争
で
義
務
教
育
を
中
断
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
私
の
、今
が
女

学
生
の
続
き
の
よ
う
で
す
。
息
子
た

ち
も
独
立
し
、
今
は
自
分
の
好
き
な

こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
由
に
ノ
ー
ト

も
取
れ
な
い
今
、
大
学
の
先
生
の
お

話
を
聴
け
る
機
会
が
あ
る
こ
と
は
幸

せ
で
す
」。「
与
え
ら
れ
た
環
境
の
中

で
、
健
康
で
あ
る
限
り
、『
ひ
と
り
』

で
も
ど
ん
ど
ん
外
へ
出
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。『
や
る
気
』『
工
夫
』『
高

望
み
し
な
い
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
ね
」。

  　

取
材
　

戸
田 

真
帆
子
（
文
）

日
本
語
で
話
し
た
い

生
ま
れ
は
ブ
ラ
ジ
ル
。
工
業
デ
ザ
イ

ン
を
勉
強
す
る
た
め
に
来
日
、
大
学

時
代
に
ご
主
人
と
知
り
合
い
、
結
婚

し
て
そ
の
ま
ま
日
本
に
住
ん
で
27
年

に
な
る
。
ご
主
人
と
の
会
話
は
英
語

が
中
心
。
日
本
語
を
使
う
機
会
が
あ

ま
り
な
か
っ
た
が
、
医
者
に
か
か
る
と

き
な
ど
は
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
持
っ

て
い
く
な
ど
不
便
も
多
か
っ
た
。

娘
さ
ん
が
生
ま
れ
た
と
き
、
母
国

語
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
教
え
た
か
っ

た
。
し
か
し
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
仕
事
を

し
て
い
て一
緒
に
い
る
時
間
が
少
な
か
っ

た
の
で
、
日
本
語
で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
を
心
が
け
た
。

あ
る
と
き
、「
マ
マ
と
話
し
て
も
わ

か
ら
な
い
か
ら
ま
あ
い
い
や
、
や
め
よ

う
そ
の
話
は
」
と
娘
さ
ん
か
ら
言
わ

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
谷
さ

ん
は
「
他
の
言
葉
で
ゆ
っ
く
り
説
明
し

た
ら
わ
か
る
で
し
ょ
う
。
す
ぐ
あ
き

ら
め
る
の
は
い
け
な
い
よ
」
と
、
日
頃

か
ら
の
信
念
を
貫
い
て
会
話
の
大
切

さ
を
説
い
た
と
い
う
。
た
と
え
わ
か

り
に
く
い
言
葉
で
も
、
片
言
で
も
、

聞
こ
う
と
す
る
気
持
ち
、
理
解
す
る

気
持
ち
が
あ
れ
ば
伝
わ
る
。

今
18
歳
の
娘
さ
ん
は
伝
わ
ら
な
か
っ

た
ら
他
の
言
葉
に
言
い
換
え
る
な

ど
、
場
に
応
じ
た
会
話
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
小
さ
い
頃
、
パ
ス

テ
ー
ル（
揚
げ
餃
子
）や
キ
ビ（
肉
団
子
）

な
ど
の
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
の
弁
当
を
恥
ず

か
し
い
と
思
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
ブ

ラ
ジ
ル
グ
ル
ー
プ
で
の
経
験
を
通
し
て

自
信
を
も
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

信
じ
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
ら

責
任
が
と
れ
る

日
本
に
来
た
と
き
び
っ
く
り
し
た
の

は
、
若
者
が
選
挙
に
興
味
が
な
い
こ

と
だ
っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
16
歳
で
も

政
治
に
つ
い
て
は
っ
き
り
と
自
分
の
考

え
を
話
す
。テ
レ
ビ
を
見
て
い
て
も「
ど

う
思
う
？
」
と
家
族
の
間
で
話
を
す

る
。
日
本
人
は
、
考
え
て
か
ら
話
す

し
自
慢
も
し
な
い
。
夫
婦
の
間
で
も

あ
ま
り
し
ゃ
べ
ら
な
く
て
も
気
持
ち

が
伝
わ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
、
考
え

な
い
で
話
し
て
し
ま
う
。「
毎
日
会
っ

て
い
る
家
族
や
友
人
で
も
、
ま
る
で

何
年
も
会
っ
て
い
な
い
よ
う
に
し
ゃ
べ

る
」
の
だ
そ
う
だ
。
そ
れ
は
「
宝
物
」

と
谷
さ
ん
は
言
う
。

も
う
一つ
大
事
な
こ
と
。
言
い
た
い

こ
と
は
何
が
あ
っ
て
も
言
う
勇
気
。

以
前
、
会
社
で
働
い
て
い
る
と
き
、

給
料
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
尻
込
み
す

る
同
僚
を
説
得
し
、
行
動
し
た
。
そ

し
て
良
い
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が

で
き
た
。
自
然
に
良
く
な
る
の
を
待
っ

て
い
た
ら
何
も
変
わ
ら
な
い
。

み
ん
な
の
た
め
に
、
自
分
の

た
め
に

谷
さ
ん
は
南
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
年
４
回
、
料
理
教
室
を
開
い
て

い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
料
理
を
紹
介
し
な

が
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
話
を
す
る
。

ま
た
、
自
分
の
体
と
精
神
の
リ
ラ

ッ
ク
ス
の
た
め
に
、
ご
主
人
が
勧
め
て

く
れ
た
ヨ
ー
ガ
を
し
て
い
る
。
料
理
も

ヨ
ー
ガ
も
、
そ
れ
を
通
じ
て
人
と
出

会
い
、
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ

と
で
、「
自
分
も
も
っ
と
良
く
な
る
」

と
思
って
い
る
。

他
に
は
都
庁
で
「
東
京
都
外
国
人

都
民
会
議
委
員
」
と
し
て
意
見
を
述

べ
た
り
、
日
本
で
結
婚
し
た
ブ
ラ
ジ
ル

人
の
姓
名
に
つ
い
て
の
法
律
改
正
周
知

を
ブ
ラ
ジ
ル
領
事
館
に
要
請
し
た
り

す
る
な
ど
、
社
会
が
良
く
な
っ
た
ら

と
願
い
行
動
し
て
き
た
。

日
本
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
年
と
っ

て
か
ら
と
い
う
の
が
今
ま
で
の一
般
的

な
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
ご
主
人

も
、
子
育
て
が
落
ち
着
い
て
か
ら
に

し
た
ら
、
と
い
う
意
見
だ
っ
た
。
そ
の

と
き
、
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
結
果
は
わ

か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
も

ら
う
の
に
最
初
は
と
て
も
苦
労
し
た

と
話
し
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
活
動

の
結
果
が
少
し
ず
つ
認
め
ら
れ
て
き

た
の
を
見
て
、
納
得
さ
れ
て
いっ
た
と

い
う
。

日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
こ
こ
は

違
う
か
な
。
例
え
ば

日
本
で
は
自
己
紹
介
か
ら
始
め

る
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
隣
の
人
を
知
ら
な

く
て
も
話
し
か
け
て
み
る
。
日
本
の

教
育
の
良
い
所
は
、
楽
器
を
演
奏
し

た
り
動
物
を
扱
っ
た
り
、
遠
足
や
旅

行
を
す
る
こ
と
な
ど
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
は

修
学
旅
行
な
ど
は
な
い
し
、
水
泳
の

授
業
も
な
い
。
部
活
も
な
い
の
で
、

学
校
が
終
わ
っ
て
か
ら
お
金
を
払
っ
て

習
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
日
本
の

学
校
で
は
、
体
育
館
が
寒
い
こ
と
や
、

は
だ
し
で
走
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
な
ど
不
思
議
に
思
う
こ
と
も
い
ろ
い

ろ
あ
る
。

谷
さ
ん
が
娘
さ
ん
の
保
護
者
会
で

発
言
す
る
と
、
あ
と
で
「
谷
さ
ん
良

か
っ
た
」
と
他
の
親
か
ら
言
わ
れ
た
と

い
う
。
そ
ん
な
と
き
、「
日
本
語
が
話

せ
る
の
に
な
ぜ
自
分
で
言
わ
な
い

の
？
」
と
思
っ
た
そ
う
だ
。

谷
さ
ん
と
お
話
し
し
て
み
て
、
私

に
も
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
パ
ワ
ー
が
伝
わ
っ
て

き
た
。
　

取
材
　

栗
原 

恵
子
（
文
）

松島 淑子さん（78歳）は、一人暮らしを始めて10年、亡夫との思い出の地、吉
祥寺に再び移り住み今年で７年になる。30年前の乳がんの手術で胸の筋肉を拳大ほ
ど切除したため、しびれや冷えなどの後遺症で右手が不自由になったが、デジカメや
絵手紙、そして３年前から左手で習い始めたパソコンに、自分の表現方法を見つけた。

学べることは幸せ～今、私は女学生
よしこ

友達、パソコン、写真、年賀状……
と、増えたものはたくさん。

伝えるための言葉、理解したい気持ち、そして勇気

「年をとってもコミュニケーション
の取れる夫婦でいたいですね」

ブラジルの料理は多国籍料理

国際結婚をされ「人生の半分」を日本で生活されている谷 ルシアーナさん（53歳）は、
娘さんが3歳のときブラジルの遊びや、文化を伝え合う目的で「ブラジルグループ」という
親子のグループを作る。ブラジルといえばコーヒーと音楽というイメージが先行、でも「そ
れだけではないブラジルも知ってほしかった」からと言う。折りしも今年は日本人ブラジル
移民１００周年。両国の関係は深い。

絵・写真
松島淑子

特集・自分づくり特集・自分づくり
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Ｑ1

『まなこ』のアンケートはレポーターを中心にお願いしています
（レポーターは毎年3月に募集。7ページ参照）まなこ70号アンケートから

あなたが自分らしくいられるのは、どんな時（場所）ですか？

勇気を出して自分の意見をきちんと述べたことが結果的に良かったという経験は？
今の自分をこう変えたいと思うことは？ そのために何かしていることは？

Ｑ2Ｑ3
・時には理不尽な目に合うこともあるが、つらくても人に言い訳

せずに自分の行動で示せるような強い心を持っていたい。

・できないことをくよくよせず、今、自分に何ができるかを考

え、実行する。

・何かに取りかかる時に、自然体で肩に力を入れずにスッとスタ

ートを切れるようになりたい。

・いやなこと、つらいことがあって落ち込んでも後ろを振り返ら

ず、自分みがきのステップアップと前向きに考える。

・自分の考えに固まらず、いろいろな人の考えや話を良く聴くよ

うに心がける。

・もっとテキパキとした行動力のある人間になりたい。

・「自分の心の声を聴く」。もっと自分の心に素直に生きたい。

・いつまでも心と身体が健康でいられるように。例えば夜のスト

レッチ、くよくよ考えないでおおらかでいること、自分に自信

をもつことなどを心がける。

・最近、自分がいかに狭い世界にいるかを痛感。もっといろいろ

な場面でいろいろな人と出会えるきっかけになればと、ラジオ

講座などを活用している。

・「もう一歩踏み出す勇気」。始めの一歩は踏み出せても、それ

で満足してしまい、その次の一歩を出すのはなかなか難しい。

・思いついたらすぐ実行するという気持ちで生活する。

・部屋の中に何かを溜め込まない。

・生涯学習の機会を活用する。

・子どもの母・夫の妻・○○さんちのお嫁さんではなく、

「私」という人間と接してくれる人といる時　

・自宅の居間にあるダイニングテーブルでお茶を飲んでいる時

・近所の井の頭公園を散歩している時

・家庭の中の自分、友だちの前の自分、仕事をしている時の自分

・自宅で、家族が元気に出勤・登校して行った後

・ひとりで湯船につかっているのが、唯一ひとりになれる幸せ

な時間

・同好の仲間と里山や川べりなどをウォーキングしている時

・早朝のひとりの時間

・昼間、自分のパソコンで写真を修整し、好きなカードなどを

作っている時

・自分の部屋・ベッドの上・実家のリビングルームでくつろい

でいる時

・好きなことに没頭している時。例えば好きな音楽を聴いてひ

とりで思いをめぐらせていられるような時間

・自分の両親や兄弟姉妹といる時

・家族と過ごすのも大切な時間だが、家でひとり家事をしなが

らあれこれと考えたり、読書をする時間もとても大切だ。

・夫とお酒を飲みながら話をしている時

寄 稿

「ママ、うざい」。ある日、買い物か
ら帰って気がついた玄関の文字。それ
も木の扉に石でカリカリと書いたらし
い。数日前、遊びに出た子どもが暗く
なるのに時間を守らなかったことが続
いた。２回目のとき、私は怒って10
分くらい締め出しをしたのだ。そのと
きの仕業に違いない。見た瞬間は可笑
しかったけれど、その後思いっきりへ
こむ。まったく母親なんてやってられ
ない。このことを夫に話すと、いつも
は生返事ばかりでろくに話を聞かない
夫が珍しくうれしそうに聞いていた。
その態度にもちょっとムカつく。おそ
らく「いい気味」とでも思っていたに
違いない。
　母親というのは損な役回りだ。生活
態度から宿題、持ち物など朝から晩ま
で口うるさく言わざるを得ない。父親

はといえば都合のいいときだけ遊んで
やり、ジュースやお菓子もねだられる
まま。嫌われたくないから叱ることも
せず、優しいパパぶりをアピールす
る。おまけに子どもと一緒になってお
行儀の悪いことをしたりするから両方
叱らなければいけないこともしばし
ば。結果、私一人が悪者だ。強制され
たわけではないけれど結婚して家庭に
入った。その後パートに出たけれど出
産のために中断。なんとなく子育てが
済み、親の介護をし、私の人生終わり
でいいの？
　たまに友だちを誘って街へ出かけて
美味しいものを食べ、話題のスポット
を見て回る。子どもの帰宅時間には戻
って、そ知らぬ顔で家事をする。ちょ
っぴり感じる後ろめたさが日常の雑事
をこなす原動力。そうやって適当にス

トレス解消をしながら過ごしている
が、もっと長い目で自分の人生考えな
いと。もし、私が何かを一生懸命勉強
したり、興味や関心のあることに夢中
になっていたら、子どもはこれ幸いと
遊びに出かけてしまうだろうか。それ
とも、まとわりついて邪魔をするか
も。そして夫は喜ぶ？それともうろた
える？これは試す価値があるかもしれ
ない。
母親だってもっと堂々と自分のため
の時間をもって、遊んだり、学んだり、
働くための準備を始めよう。そういう
積み重ねが「自分づくり」につながる
のかもしれない。そして、そのとき、
夫や子どもと今よりもっと豊かな会話
や良い関係が築けるのではないだろう
か。

育児、介護、環境などの問題研究や、趣味をとおして男
女共同参画の推進を目指す活動をしている団体については、
「男女共同参画推進団体｣として登録しています。　　　
対象は、男女共同参画社会の実現に向けての活動を主

たる目的として、継続的かつ計画的に活動する団体で、登
録の基準は①営利を目的とした団体でない　②特定の政党、
宗教又は教団を支援する活動でない　③団体の構成人員が
５人以上で、原則として３分の２以上が武蔵野市内に在住　
④団体の主な活動場所が武蔵野市内　⑤団体の組織及び
活動のための規約を有するの５つです。登録団体は団体活
動補助金の交付申請、むさしのヒューマン・ネットワークセン
ターの印刷機使用料の半額免除やロッカーの年間使用など
ができます。
現在登録中の団体で、20年度の登録継続、または抹消

を希望される場合は、送付済申請書を４月30日（水）までに
提出してください。期日までに登録申請のあった団体は、団
体名簿に登録し一般に公開します。
なお、新規登録は、随時受け付けております。

まなこレポーター  
斎藤 ユリ「母でも妻でもない時間」

はがき・FAX （記入例参照）で、４月8日（火）までに

市民協働推進課 男女共同参画担当 まで

家庭、地域、社会、労働の場などで男性・女性が共に抱え
ている問題について関心がある方、活動している方で『まなこ』
のレポーターをやっていただける方を募集（ボランティア）します。

主な仕事 ①年4～ 5回のレポーター会議出席

　（3か月～就学前のお子さんの保育あり）

②各号のテーマに関する意見、提言、情報など

のアンケート提出

③取材協力、記事の提供など

募 　 集 市内在住・在勤・在学の方

10名程度（超えた場合は調整あり）

任期は１年間（平成21年３月31日まで）

申 込 み

〈記入例〉

■ 平成20年度男女共同参画推進団体の
　 登録・更新について

■ 市民がつくる男女平等情報誌
　　『まなこ』レポーター募集

①『まなこ』レポーター希望
②住所  ③氏名（ふりがな）  ④電話番号
⑤わたしの興味ある『まなこ』のテーマ（100字程度）
⑥あれば活動団体名

■ 男女共同参画講演会を開催「自分を守る・・・誰かのあたりまえで生きないで」弁護士 住田 裕子さん

平成20年1月19日（土）、
武蔵野スイングホールで講演
会を開催しました。
　当時、女性の少なかった
東大法学部を卒業、検事の
職に就き、子どもを育てなが

ら働きつづけるため、さまざまな障害を乗り越えてきた経験からは、
今以上に女性の就労、昇格が難しかった時代の状況が感じられま
した。また、住田さんご自身が受けたサポートを誰でも受けられるよ
うな社会を実現したいという熱い気持ちが伝わってきました。
　近年問題化しているドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）について

は、当事者間のなかで潜在化し、複雑化しやすいその実態につい
てお話しいただきました。暴力は自分がいたらないから、愛情の裏
返しだからと共依存の関係に陥りやすい。しかし暴力はいかなる形
であれ犯罪であり、人権侵害であることを男女問わず自覚していく
ことがＤＶを防止する上で大切。さらにＤＶ問題の根底には女性の
経済的自立が困難な日本の社会状況にも原因があること、これから
は知能（ＩＱ）だけではなく感性を育てる（ＥＱ）教育が重要との
指摘もありました。
　「女性がいろいろな形で地域の中で活躍できれば、その地域全
体が底上げされ元気になる」などの話から、会場を埋めた参加者
からも、「勇気をもらった」などの声が聞かれました。

・「勇気を出して言えば良かった」ということは多いが、実際

には、せいぜい仲間内でしゃべるくらい。後で「何だ、皆も

そう思ってたの？！」という状況が多く情けない。

・男性が中心のマンションの管理組合の会合で、男性には気が

つきにくい日常の問題点などを言ってみたところ、大変反響

があり、いくつかの問題点が改善された。

・自治会の役員をしていた時、「もっと前向きにお互いの立場

で話し合おう」と提案したところ、空回りしていた議論が良

い方向に向かった。

・実家で父と、子どものしつけについて意見が異なり、口論と

なったが、翌日から父が私の意見も取り入れながら子どもに

接してくれるようになった。

・ある集まりでひとりの人を批判する空気に。勇気がなくて反

対の意見は言えなかったが、後でその人へ手紙を書いたとこ

ろ電話をもらい、自分の気持ちが充分に伝わったことを知っ

た。本当なら、大勢の前でも堂々と発言できる勇気がほし

い。

・相手の意見を否定するのではなく、まず受け止めてから、

「しかし、私はこう思う」と述べるようにしている。　

・理詰めで良く考えられた意見、企画に異論を呈することはほ

とんどない。自分の意見を出す時は、最悪ひとりででも責任

を取って処理するという見通しを立ててから。

・勇気を出して発言した後でも、「これで良かったのかな？」

としばらく考えてしまうことがある。
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市民協働推進課　男女共同参画担当では

TEL 0422（60）1869   FAX 0422（51）9540　URL  http://www.city.musashino.lg.jp/   

Ｑ1

『まなこ』のアンケートはレポーターを中心にお願いしています
（レポーターは毎年3月に募集。7ページ参照）まなこ70号アンケートから

あなたが自分らしくいられるのは、どんな時（場所）ですか？

勇気を出して自分の意見をきちんと述べたことが結果的に良かったという経験は？
今の自分をこう変えたいと思うことは？ そのために何かしていることは？

Ｑ2Ｑ3
・時には理不尽な目に合うこともあるが、つらくても人に言い訳

せずに自分の行動で示せるような強い心を持っていたい。

・できないことをくよくよせず、今、自分に何ができるかを考

え、実行する。

・何かに取りかかる時に、自然体で肩に力を入れずにスッとスタ

ートを切れるようになりたい。

・いやなこと、つらいことがあって落ち込んでも後ろを振り返ら

ず、自分みがきのステップアップと前向きに考える。

・自分の考えに固まらず、いろいろな人の考えや話を良く聴くよ

うに心がける。

・もっとテキパキとした行動力のある人間になりたい。

・「自分の心の声を聴く」。もっと自分の心に素直に生きたい。

・いつまでも心と身体が健康でいられるように。例えば夜のスト

レッチ、くよくよ考えないでおおらかでいること、自分に自信

をもつことなどを心がける。

・最近、自分がいかに狭い世界にいるかを痛感。もっといろいろ

な場面でいろいろな人と出会えるきっかけになればと、ラジオ

講座などを活用している。

・「もう一歩踏み出す勇気」。始めの一歩は踏み出せても、それ

で満足してしまい、その次の一歩を出すのはなかなか難しい。

・思いついたらすぐ実行するという気持ちで生活する。

・部屋の中に何かを溜め込まない。

・生涯学習の機会を活用する。

・子どもの母・夫の妻・○○さんちのお嫁さんではなく、

「私」という人間と接してくれる人といる時　

・自宅の居間にあるダイニングテーブルでお茶を飲んでいる時

・近所の井の頭公園を散歩している時

・家庭の中の自分、友だちの前の自分、仕事をしている時の自分

・自宅で、家族が元気に出勤・登校して行った後

・ひとりで湯船につかっているのが、唯一ひとりになれる幸せ

な時間

・同好の仲間と里山や川べりなどをウォーキングしている時

・早朝のひとりの時間

・昼間、自分のパソコンで写真を修整し、好きなカードなどを

作っている時

・自分の部屋・ベッドの上・実家のリビングルームでくつろい

でいる時

・好きなことに没頭している時。例えば好きな音楽を聴いてひ

とりで思いをめぐらせていられるような時間

・自分の両親や兄弟姉妹といる時

・家族と過ごすのも大切な時間だが、家でひとり家事をしなが

らあれこれと考えたり、読書をする時間もとても大切だ。

・夫とお酒を飲みながら話をしている時

寄 稿

「ママ、うざい」。ある日、買い物か
ら帰って気がついた玄関の文字。それ
も木の扉に石でカリカリと書いたらし
い。数日前、遊びに出た子どもが暗く
なるのに時間を守らなかったことが続
いた。２回目のとき、私は怒って10
分くらい締め出しをしたのだ。そのと
きの仕業に違いない。見た瞬間は可笑
しかったけれど、その後思いっきりへ
こむ。まったく母親なんてやってられ
ない。このことを夫に話すと、いつも
は生返事ばかりでろくに話を聞かない
夫が珍しくうれしそうに聞いていた。
その態度にもちょっとムカつく。おそ
らく「いい気味」とでも思っていたに
違いない。
　母親というのは損な役回りだ。生活
態度から宿題、持ち物など朝から晩ま
で口うるさく言わざるを得ない。父親

はといえば都合のいいときだけ遊んで
やり、ジュースやお菓子もねだられる
まま。嫌われたくないから叱ることも
せず、優しいパパぶりをアピールす
る。おまけに子どもと一緒になってお
行儀の悪いことをしたりするから両方
叱らなければいけないこともしばし
ば。結果、私一人が悪者だ。強制され
たわけではないけれど結婚して家庭に
入った。その後パートに出たけれど出
産のために中断。なんとなく子育てが
済み、親の介護をし、私の人生終わり
でいいの？
　たまに友だちを誘って街へ出かけて
美味しいものを食べ、話題のスポット
を見て回る。子どもの帰宅時間には戻
って、そ知らぬ顔で家事をする。ちょ
っぴり感じる後ろめたさが日常の雑事
をこなす原動力。そうやって適当にス

トレス解消をしながら過ごしている
が、もっと長い目で自分の人生考えな
いと。もし、私が何かを一生懸命勉強
したり、興味や関心のあることに夢中
になっていたら、子どもはこれ幸いと
遊びに出かけてしまうだろうか。それ
とも、まとわりついて邪魔をするか
も。そして夫は喜ぶ？それともうろた
える？これは試す価値があるかもしれ
ない。
母親だってもっと堂々と自分のため
の時間をもって、遊んだり、学んだり、
働くための準備を始めよう。そういう
積み重ねが「自分づくり」につながる
のかもしれない。そして、そのとき、
夫や子どもと今よりもっと豊かな会話
や良い関係が築けるのではないだろう
か。

育児、介護、環境などの問題研究や、趣味をとおして男
女共同参画の推進を目指す活動をしている団体については、
「男女共同参画推進団体｣として登録しています。　　　
対象は、男女共同参画社会の実現に向けての活動を主

たる目的として、継続的かつ計画的に活動する団体で、登
録の基準は①営利を目的とした団体でない　②特定の政党、
宗教又は教団を支援する活動でない　③団体の構成人員が
５人以上で、原則として３分の２以上が武蔵野市内に在住　
④団体の主な活動場所が武蔵野市内　⑤団体の組織及び
活動のための規約を有するの５つです。登録団体は団体活
動補助金の交付申請、むさしのヒューマン・ネットワークセン
ターの印刷機使用料の半額免除やロッカーの年間使用など
ができます。
現在登録中の団体で、20年度の登録継続、または抹消

を希望される場合は、送付済申請書を４月30日（水）までに
提出してください。期日までに登録申請のあった団体は、団
体名簿に登録し一般に公開します。
なお、新規登録は、随時受け付けております。

まなこレポーター  
斎藤 ユリ「母でも妻でもない時間」

はがき・FAX （記入例参照）で、４月8日（火）までに

市民協働推進課 男女共同参画担当 まで

家庭、地域、社会、労働の場などで男性・女性が共に抱え
ている問題について関心がある方、活動している方で『まなこ』
のレポーターをやっていただける方を募集（ボランティア）します。

主な仕事 ①年4～ 5回のレポーター会議出席

　（3か月～就学前のお子さんの保育あり）

②各号のテーマに関する意見、提言、情報など

のアンケート提出

③取材協力、記事の提供など

募 　 集 市内在住・在勤・在学の方

10名程度（超えた場合は調整あり）

任期は１年間（平成21年３月31日まで）

申 込 み

〈記入例〉

■ 平成20年度男女共同参画推進団体の
　 登録・更新について

■ 市民がつくる男女平等情報誌
　　『まなこ』レポーター募集

①『まなこ』レポーター希望
②住所  ③氏名（ふりがな）  ④電話番号
⑤わたしの興味ある『まなこ』のテーマ（100字程度）
⑥あれば活動団体名

■ 男女共同参画講演会を開催「自分を守る・・・誰かのあたりまえで生きないで」弁護士 住田 裕子さん

平成20年1月19日（土）、
武蔵野スイングホールで講演
会を開催しました。
　当時、女性の少なかった
東大法学部を卒業、検事の
職に就き、子どもを育てなが

ら働きつづけるため、さまざまな障害を乗り越えてきた経験からは、
今以上に女性の就労、昇格が難しかった時代の状況が感じられま
した。また、住田さんご自身が受けたサポートを誰でも受けられるよ
うな社会を実現したいという熱い気持ちが伝わってきました。
　近年問題化しているドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）について

は、当事者間のなかで潜在化し、複雑化しやすいその実態につい
てお話しいただきました。暴力は自分がいたらないから、愛情の裏
返しだからと共依存の関係に陥りやすい。しかし暴力はいかなる形
であれ犯罪であり、人権侵害であることを男女問わず自覚していく
ことがＤＶを防止する上で大切。さらにＤＶ問題の根底には女性の
経済的自立が困難な日本の社会状況にも原因があること、これから
は知能（ＩＱ）だけではなく感性を育てる（ＥＱ）教育が重要との
指摘もありました。
　「女性がいろいろな形で地域の中で活躍できれば、その地域全
体が底上げされ元気になる」などの話から、会場を埋めた参加者
からも、「勇気をもらった」などの声が聞かれました。

・「勇気を出して言えば良かった」ということは多いが、実際

には、せいぜい仲間内でしゃべるくらい。後で「何だ、皆も

そう思ってたの？！」という状況が多く情けない。

・男性が中心のマンションの管理組合の会合で、男性には気が

つきにくい日常の問題点などを言ってみたところ、大変反響

があり、いくつかの問題点が改善された。

・自治会の役員をしていた時、「もっと前向きにお互いの立場

で話し合おう」と提案したところ、空回りしていた議論が良

い方向に向かった。

・実家で父と、子どものしつけについて意見が異なり、口論と

なったが、翌日から父が私の意見も取り入れながら子どもに

接してくれるようになった。

・ある集まりでひとりの人を批判する空気に。勇気がなくて反

対の意見は言えなかったが、後でその人へ手紙を書いたとこ

ろ電話をもらい、自分の気持ちが充分に伝わったことを知っ

た。本当なら、大勢の前でも堂々と発言できる勇気がほし

い。

・相手の意見を否定するのではなく、まず受け止めてから、

「しかし、私はこう思う」と述べるようにしている。　

・理詰めで良く考えられた意見、企画に異論を呈することはほ

とんどない。自分の意見を出す時は、最悪ひとりででも責任

を取って処理するという見通しを立ててから。

・勇気を出して発言した後でも、「これで良かったのかな？」

としばらく考えてしまうことがある。
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レポーター 斎藤ユリ・清水裕子

 深澤美香・堀江幸夫

取材・編集　 森　治美（編集長）

 大八木俊子・栗原恵子

 戸田真帆子・浜　俊子

☆ 他にもたくさんのアンケート協力員、

　 編集協力員に支えていただいています。

レイアウト 小井戸厚子

イラスト 本田　倫

印　　刷　 社会福祉法人 東京コロニー
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情報

今回のテーマに関する本を、むさしのヒューマン・ネットワークセンターの蔵書の中から

2008・春号

武蔵野市境2-10-27武蔵境市政センター2階　TEL・FAX 0422（37）3410
E-mail  mhnc@tokyo.email.ne.jp　URL  http://www.mhnc.jp/

● 人と違う意見があったら、恐れずに言ってみようよ！

 正直な あなた自身をつくるために     橋本 武さん

● 学べることは幸せ～今、私は女学生    松島 淑子さん

● 伝えるための言葉、理解したい気持ち、そして勇気   谷 ルシアーナさん

・ 母でも妻でもない時間 　　まなこレポーター 斎藤 ユリ  

・平成 20 年度男女共同参画推進団体の登録・更新について

・市民がつくる男女平等情報誌『まなこ』レポーター募集

・男女共同参画講演会「自分を守る…誰かのあたりまえで生きないで」を開催しました      
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自分づくり

市民協働推進課男女共同参画担当

ほ ん

● 女の子に贈る
　 なりたい自分になれる本 上野 千鶴子　編　　学陽書房

河地 和子　編著　朝日新聞社

● 13歳からの自信力　
     もう少し自分を変えたいあなたへ

「自信力」とは自分の価値を認める力。
もう少し自分を変えたいと思っているのは
子どもも大人も同じ。ほんのちょっとした
発想の転換や行動で自分の道は切りひら
くことができるのだとしたら……。心がく
たびれたとき、不安なとき、出口をみつけ
るにはまず自分を見つめなおすことからは
じめよう。

自分を飛躍させたいと思っている人は、この本をきっかけに、
前に進む力を手にすることができるのでは。

自分が何に向いているのかわからない、自分のや
りたいことってなんだろう……自分の将来を考えたと
き、この本のワークシートやチェックリストで自分を
知ることからはじめてみては。仕事、結婚、子育て、
介護などどんな生き方をしたいと思っているかを知る
ことで、未来がみえてくるはず。「どんな選択肢を選ん
でも、それがあなたの人生なのだから、自分の人生
の主人公になろうよ」と応援してくれる一冊。

・ 心療内科や精神科の敷居は高いが、『まなこ』のよう

な情報誌に医師の話が載り頭の片隅にあると、相談し

てみようかなという気持ちになる。

・ 「もっと自分を大切にしていいんですよ」という医師

の言葉や、ボランティア活動に打ち込んでいる方の考

え方に自分を重ね合わせて共感することができた。

・ 今の時代、子どももストレスを抱えている。

・ 評判の良かった先生が、次に赴任した学校で親との関

係がうまくいかず、ストレスを抱えていると聞いた。

・ ３人の子どもの野球の当番で、10年以上も毎週土日に

休めなかった。監督の立場は大変だと思うし、感謝し

ている。

・ スポーツは続けられることが幸せだと思う。今は、受

験勉強のためにどんどんやめていってしまう。

・ ストレス解消法は、飼い猫を抱いてグチュグチュ愚痴を言うこと。

・ 学校の関係では、人と違う意見はなかなか言えない。情けない
が、「モンスターペアレント」とは思われたくないし……。

・ 意見とわがままの区別がつかない。女の人の特徴だろうか？

・ 進行役の人が上手に意見を拾い上げてくれないと「声の大きい
者勝ち」になってしまう。自分の語彙不足も反省材料だが。

・友だち同士でメールのやり取りばかりしていると、子どもたち
は何が正しいことなのかわからなくなってしまうのではないだ
ろうか。今の子どもたちは、自分なりの意見をしっかり主張で
きないと流されてしまう。

・ 親子関係の会話は難しい。押し付けているかなと思ったり、親
だからもっときちんと言ったほうがいいかなと思ったり、迷い
悩むことがある。

・ 女同士で話していると共感や同調を得られることでも、夫婦間
の会話になると、「憶測」とか「思い込み」だと夫に決め付け
られてしまう（同感の声複数あり）。

・ 自分をただ変えたいと思うだけでなく、アサーションを学ぶた
めに講座を受けたり、自ら勉強することが必要だと思う。

・ 自分の意見をスパッと言って、時間になるとパッと帰る。こう
いう姿勢に憧れるが、現実はつい余計なフォローをして落ち込
むことが多い。

70号「自分づくり」に向けて。そのほか。

69号「やさしい絆づくり『話してみようよ』」について

1月15日（火）
10：00～12：00　
市役所第803会議室

レポーター会議風景


